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教務運営研究会「講演会」のご案内 

－ 高大接続システム改革の実現可能性とこれからの私学教育 － 

 

初秋の候、先生方におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

文部科学省は，本年３月の高大接続システム改革会議「最終報告」の公表により，生徒の能動的な学び

による「学力の３要素」の育成を重視した教育改革や大学入学者選抜の改革の推進を提言しています。そ

の内容を踏まえ，私学はどのように対応するべきかにつきまして、教育ジャーナリストで，教務運営研究

会前委員長 野原 明 先生にご講演いただきます。先生方の授業や学校運営に大変参考になることと存じま

す。お誘い合わせのうえ是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１．日  時 平成２８年１０月１１日（火）１８：００～２０：００（質疑応答を含む） 

 

２．会  場 アルカディア市ヶ谷（私学会館）会議室 

※ 裏面案内図をご参照ください。 

 

３．講  師 野原 明 先生  文化学園大学 名誉教授 

        【プロフィール】 

教育ジャーナリスト。文化学園大学杉並中学高等学校名誉校長。 

昭和３３年３月に京都大学を卒業して、放送界に入り、昭和４０年４月にＮＨＫに入局。社会部記者、

同次長を経て、昭和５８年７月、ＮＨＫ解説委員（教育・文化他）に就任。平成１３年３月まで約１８

年間、ＴＶとラジオで教育問題を解説。 

平成５年から平成２３年３月まで文化女子大学教授、平成１２年４月から平成２３年３月まで文化女子

大学附属杉並中学高等学校校長。この間、上越教育大学非常勤講師等を歴任。平成２７年４月より日本

教育文化研究所所長。「日本の教育」等著書多数。 

 

４．内  容  「高大接続システム改革会議」のこの春の「最終報告」で、「学力評価テスト（仮称）」 

         の新設や各大学の 2 次試験の改革などが提言された。実際にこの提言が実現できるか 

         どうかを厳しく検証し、こうした改革の動きに対して私学はどう対応すべきかを考える。 

         あわせて学習指導要領の改訂と今後の私学教育の在り方についても触れたい。 

 

 

千代田区九段北4-2-25　℡ 03(3261)9921（代）　



■交通のご案内

　　　　地下鉄　有楽町線・南北線
 　　　 市ヶ谷駅（1またはA1）出口

　　　　地下鉄　新宿線
　      市ヶ谷駅（Ａ4またはA1）出口

　　　　JR中央線(各駅停車)　市ヶ谷駅

　　　　上記改札・出口から徒歩約2分

 

５．定  員 約６０名（申し込み順⇒定員になり次第締め切ります） 

 

６．参 加 費 無 料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております） 

 

７．申込方法 １０月４日（火）までに下記宛に Web もしくは FAX にてお申込みください。 

URL  http:// k.tokyoshigaku.com 
 

東京私学教育研究所  教務運営研究会  担当：渡辺・岡沢 

TEL 03-3263-0544  FAX 03-3263-0560  

 

 

《案内図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切り取らずにそのままＦＡＸしてください。送り状は不要です。                        

 

教務運営研究会「講演会」参加申込書〔１０月１１日（火）実施〕 

 

学    校    名 氏   名（ふりがな） 担当教科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上記の通り参加申し込みいたします。 

 東京私学教育研究所 御中        平成２８年   月   日 

  

                    校 長              ㊞ 

・希望する

※FAX受理、受付完了等の連絡は省略いたします。（本申込書をお送りいただいた時点で受付完了です）

　申込確認が必要な方は、下記にご記入ください。後日、申込書受理書をFAXでお送りします。

理由等
 FAX番号:

 

東京私学教育研究所 検 索 


